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実験的行動分析からのアプローチ
技野 俊夫 (京大･盟長研)
I.行動発生の二重構造
行動とは,自然環境の変動の中で,生物が生き続ける
ためにおこなう校々の営みであり,この行動が形成され
維持され,あるいは変容される過程,すなわち行動の発
生過程には二通りある｡
一つは,行動の系統発生と呼ばれるもので,自然淘汰
によって,種としての迫伝的な行動特性が変容される過
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